
 

■新型コロナウイルスの感染拡大が始まり 1 年以上が経過した。昨年の今頃は、この時期には

収束しているだろうと思っていた事態も、ここにきて加速しており交通崩壊を通り越して、街

崩壊も辞さない事態となってきた。ところでそんな中、興味深いデータを見つけた。ニッセイ基

礎研究所が発表している調査結果である。 

 
※ニッセイ基礎研究所「第４回 新型コロナによる 暮らしの変化に関する調査」より 

これによると、昨年より一貫して電車やバスの利用が減少し、自転車や自家用車にシフトして

いる傾向が伺える。「人ごみを避けること」や「ソーシャルディスタンス」が聞き慣れてきて、家

を出た瞬間から人との接触を避けられるマイカーは感染症対策において最も安全な乗り物で

ある、という認識が広まりつつあるのだと推測される。 

■しかし、今一度冷静になって考えてほしい。世の中の脅威はコロナなだけではない。当然な

がら車の運転には交通事故などのリスクが伴う。以下に示した通り、2020年の岡山県内にお

ける事故件数は 46000 件を超えており、人身事故に限定しても 4300 件近くに及ぶ。感染

症を怖がる気持ちはとてもよく分かるが、慣れない車を運転して誰かを傷つけてしまっては意

味がない。外出控えもあり過去と比べるとなり減少しているが、それでもこの件数である。 
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マイカーは安全？ 

思考停止から抜け出そう！ 



※岡山県警察本部交通部交通企画課「交通事故発生状況（令和 2年中）」より抜粋 

■また、経済状況によって安易に車を買う決断を下すことが出来ない人がほとんではないだ

ろうか。手元にある資料でマイカーの維持にかかる費用を比較的安上がりな軽自動車で計算し

てみたところ、1 ヶ月あたり 4 万円近く必要になることが判明した。「金がない」と言う声はよ

く聞こえてくるが、車を手放すだけで年間数十万円浮く。「車がないと生活できないから必要

経費」と捉えることもできるが岡山では公共交通を活用すれば十分生活できる地域がまだ多

く残っている。事故リスクも考えれば、相当なコストがかかっている。 

■電車やバスに乗るのが怖い、という気持ちは尊重すべきものである。だから車で移動すれば

安全という理屈も自然ではあるが、別のリスクも想定し冷静な判断を下す必要があるのでは

ないだろうか。すでに今年のダイヤ改正では全国的に大きく減便や路線の廃止が相次いだ。こ

の調子ではコロナが終息するこ

ろ、そして車を運転できなくなっ

た頃には自由に移動できる社会

は消滅しているだろう。そうなら

ないためにもコロナ禍を機に、地

域全体で公共交通を最低限維持

する仕組みを考える必要がある。

一歩立ち止まって、思考停止状態

から抜け出し、社会の在り方を再

構築することなしにこの危機を乗

り越えることは不可能であろう。 

120万円の軽自動車を買って10年使うと仮定すると・・・

年間 月平均

自動車税 ¥10,800 ¥900

自動車重量税 ¥12,300 ¥1,025

自賠責保険料 ¥12,400 ¥1,033

任意保険料 ¥50,000 ¥4,167

車検代 ¥25,000 ¥2,083

メンテナンス費用 ¥15,000 ¥1,250

ガソリン代 ¥84,000 ¥7,000

駐車代 ¥120,000 ¥10,000

※減価償却費 ¥120,000 ¥10,000

合計 ¥449,500 ¥37,458

※車代を使用年数で割って算出。


